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安全文化・組織風土劣化防止に係る取組の総合評価について 

 

平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日に行われた、東海・東海第二発

電所における安全文化醸成活動については、以下のとおり評価しましたので通

知します。 

 

記 

 

【総合所見】 

安全文化・組織風土の醸成に係る取組状況については、平成３０年度の計

画に掲げた取組は、前年度の検査官からの改善要請事項も含め全て実施され、

改善に向けた取組が継続されているが、「常に問いかける姿勢」及び「事故・故

障等の未然防止に取り組む組織」の要素において課題が見られることから「取

組は行われているが、改善が見られない。」と評価する。 

また、安全文化・組織風土の劣化兆候に係る評価の視点については、平成

３０年１２月に屋内開閉所で重大な感電災害が発生しており、事業者が掲げる

「労働災害発生件数」という指標については課題があり、「特定の安全文化要

素について劣化兆候が見られる。」と評価する。 

 

以上 


